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スポーツ環境づくりに努めたい
村体育指導委が全国優良団体賞

　六ヶ所村体育指導委員会（簗田成義委員長、委員８人）が、
平成 20 年度全国体育指導委員・優良団体賞を受賞しました。
　この賞は、設立後 10 年以上活動を継続、地域スポーツの振
興に顕著な業績を残し、地域住民の健康・体力の向上に寄与し
ている団体に対し贈られるもの。千葉県幕張市の幕張メッセで
開かれた第 49 回全国体育指導委員研究協議会の席上、池田覚
副委員長が代表で表彰を受けました。
　受賞に際し、簗田委員長は「今後は、時代の変化に対応した
体育指導委員の役割を再確認し、地域住民の皆さんの健康で明
るい日常生活を支えるスポーツ活動・環境づくりに努めたい」
と話していました。

金浜幸枝委員（左）と簗田委員長（右）

Rokkasho Topics 六ヶ所トピックス

「千歳平スポ少」が全勝優勝
たのしむべフェス記念ミニバス競技会

　「第１回六ヶ所村スポーツ少年団ミニバスケットボール競技
会」が５月 10 日、村立総合体育館で開かれました。
　村内から「尾駮ミニバスケットボールスポーツ少年団」と「千
歳平スポーツ少年団」、横浜町からは男女混合チーム「横浜ク
ラブスポーツ少年団」の３チームが出場し、試合はリーグ戦で
行われました。昨年度のバスケットボール教室で三沢商業の監
督と選手から指導を受けた選手たちは、その成果を発揮し白熱
した試合を展開。「千歳平スポーツ少年団」が見事な逆転で優
勝の栄冠を勝ち取りました。

（試合結果は次のとおり）
優　勝　　千歳平スポーツ少年団
準優勝　　尾駮ミニバスケットボールスポーツ少年団
第３位　　横浜クラブスポーツ少年団優勝した「千歳平スポーツ少年団」メンバー

バレーボールの楽しさを実感
バレーボール教室と交流会開かれる

　「第 16 回六ヶ所村バレーボール教室」と「第１回六ヶ所村
スポーツ少年団バレーボール競技交流会」が５月９日、村立総
合体育館で開かれました。
　日立佐和リヴァーレのコーチと選手を講師に招いた同教室に
は、村内のスポーツ少年団、中学校バレーボール部、体育協会
バレーボール部、ママさんバレーボールチームから約 100 人
が参加、丁寧な指導を受け、楽しみながら練習に取り組んでい
ました。指導後は、日立佐和の選手と体協バレーボール部男
子のエキシビジョンマッチが行われ、観客から大きな歓声が上
がっていました。
　また、競技交流会では「泊スポーツ少年団」と「六ケ所南ス
ポーツ少年団」が試合を行い、「泊スポーツ少年団」が接戦の
末に勝ちました。バレーボール教室参加者

「泊スポ少」白熱の試合制す
第19回王杯争奪野球大会

　「第 19 回王杯争奪野球大会」が５月９日、大石総合運動公
園の本球場と第３球場で開かれました。
　今年４月に発足した「六ケ所南スポーツ少年団」（平沼スポー
ツ少年団と倉内スポーツ少年団が合併）、泊スポーツ少年団、
尾駮ベースボールクラブと千歳平スポーツ少年団の４チームに
よるトーナメント形式で試合が行われました。
　引き分けによる特別ルールも適用されるほどの白熱した試合
の結果、泊スポーツ少年団が３年ぶりの優勝を飾りました。

（試合結果は次のとおり）
優　勝　　泊スポーツ少年団
準優勝　　千歳平スポーツ少年団
第３位　　尾駮ベースボールクラブスポーツ少年団優勝した「泊スポーツ少年団」メンバー

「戸鎖そば」活動に弾み
戸鎖前田水利組合員がそば打ち段位取得

　戸鎖前田水利組合員の木村せつ子さん、木村盛雄さん、高田
たい子さんが５月２日、北海道石狩市で開かれた「素人そば打
ち段位認定会」で段位を取得しました。
　初段を取得したのは盛雄さんとたい子さん。約３カ月前から
20 回ほどの練習を重ね認定会に挑みました。二人とも「つの
出し（生地をのばす作業）が難しかった」と振り返りました。
　せつ子さんは昨年の初段に続き、今年は２段を取得。さらに
トップの成績で最優秀賞を受賞しました。せつ子さんは「認定
会は２回目。今回も少し緊張したけど、楽しくそばを打てた」
と話していました。今回の３人を含め同組合の段位取得者は５
人となりました。「戸鎖そば」で地域おこしを目指す同組合の
活動にますます弾みがつきそうです。（左から）３人を指導した佐藤重一さん（手打ちそば道場・斗南菴）、

せつ子さん、盛雄さん、たい子さん

六ヶ所村を桜の名所に
地域交流ホームで鹿六会植樹祭

　「第 16 回鹿六会植樹祭」が４月 27 日、六ヶ所村地域交流ホー
ムで行われました。
　この植樹は、村内の企業と誘致企業（現在は 44 社）で構成
される鹿六会が 1994 年から毎年実施しているもの。村内８カ
所に植えられたオオヤマザクラは、今年の１５本を含め４２６
本となりました。
　植樹祭には、同会会員、村関係者など約５０人が出席しまし
た。古川村長は「これまで植樹された桜は美しく咲き誇り、村
民にやすらぎの場を提供している。村制１２０周年という記念
すべき年の植樹。村民の交流の場になるよう期待します」と祝
辞を述べました。
　記念植樹をする（左から）古川村長、附田会長、高橋顧問
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	 StyleRokkasho2六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　

青
森
県
指
導
漁
業
士
と
し
て
、
地

域
漁
業
の
振
興
に
励
む
舘
さ
ん
。

　

昨
年
、
仲
間
と
泊
地
区
初
の
朝
市

を
開
い
た
。

　

き
っ
か
け
は
６
年
ほ
ど
前
か
ら
参

加
し
て
い
る
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
（
弘

前
市
）
で
の
朝
市
。
弘
前
市
周
辺
の

農
産
物
と
並
ん
で
、
ス
ル
メ
イ
カ
な

ど
泊
の
海
産
物
を
販
売
し
た
。

　
「
泊
の
イ
カ
、
ヒ
ラ
メ
や
ウ
ニ
は

魚
介
類
は
泊
の
自
慢
。
朝
市
を
機
に
消
費
拡
大
を
目
指
す

舘寿二郎さ
ん

●たて・じゅうじろう
青森県指導漁業士。泊漁業
協同組合青年部会会長。六ヶ
所村防犯指導隊員。泊子ど
も会育成会会長。第十二喜
栄丸船主。舘さんをはじめ、
多くの漁師たちがつくる泊の
特産物「イカの船上干し」は
人気がある。「新鮮なまま真
水につけず加工するから、歯
ごたえがあるし、海の風味
がそのまま味わえる」。
六ヶ所村泊在住。

弘
前
で
も
大
好
評
。
以
来
、
毎
年
来

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
て
、
つ
い

つ
い
サ
ー
ビ
ス
し
過
ぎ
た
り
」
と
屈

託
な
く
笑
う
。
販
売
の
難
し
さ
、
お

客
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
き
っ
と

泊
で
も
で
き
る
は
ず
と*

朝
市
を
企

画
し
、
試
行
錯
誤
の
上
、
昨
年
の
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
初
め
て
で
不
安

も
あ
っ
た
が
、
並
べ
た
商
品
は
あ
っ

と
い
う
間
に
売
り
切
れ
た
。

　
「
成
功
す
る
か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、

お
客
さ
ん
も
い
っ
ぱ
い
来
て
く
れ
て

好
評
だ
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

　

開
催
ま
で
の
準
備
や
販
売
に
は
、

泊
漁
協
婦
人
部
や
女
性
研
究
会
な
ど

が
協
力
し
た
。

　
「
自
分
た
ち
だ
け
で
は
で
き
な
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
女
性
た
ち

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
し
み
じ

み
。

　

イ
カ
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
魚

介
類
は
泊
の
自
慢
、
と
舘
さ
ん
は
胸

を
張
る
。

　
「
ど
こ
へ
行
っ
て
も
お
い
し
い
と

い
わ
れ
る
泊
の
魚
介
類
。
泊
の
ウ
ニ

じ
ゃ
な
い
と
買
わ
な
い
、
と
い
う
人

も
い
る
。
ウ
ニ
以
外
に
も
ヒ
ラ
メ
な

ど
の
魚
や
貝
、
海
藻
類
…
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら

う
に
は
、
加
工
・
保
存
技
術
、
流
通

や
販
売
場
所
も
考
え
な
い
と
」
と
意

欲
は
尽
き
な
い
。

　

同
じ
指
導
漁
業
士
と
し
て
活
動
す

る
佐
藤
由
仁
さ
ん
、
林
下
智
さ
ん
と

共
に
漁
業
後
継
者
の
育
成
に
も
尽

力
。
泊
中
の
生
徒
た
ち
の
職
業
体
験

に
協
力
し
た
。

　
「
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
興
味

を
持
つ
生
徒
が
い
た
。
将
来
、
漁
師

に
な
り
た
い
と
い
う
人
が
い
れ
ば
い

い
ね
。
泊
の
海
は
最
高
の
漁
場
だ
か

ら
」
と
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

PROFILE

海産物をもっと多くの人へ―
泊の海をこよなく愛する六ヶ所人

舘さんが会長を務める泊漁協青年部
会は、各種イベントにも協力。写真
は昨年ショッピングセンター「リー
ブ」で開催された「活イカ釣り体験」。

* 朝市は今年も開催予定。６月以降の第 2・4土曜日、６時から泊イベント広場で（漁獲により開催しない場合あり）。　

　

村
の
春
を
彩
る
、
２
０
０
９

た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
５
月
９
日
、
10
日
に
大
石

総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
９
日
。
祭

り
気
分
を
盛
り
上
げ
た
「
た
の

し
む
べ
！
ふ
れ
あ
い
・
味
わ
い

横
丁
」
に
は
地
元
特
産
物
の
販

売
店
な
ど
24
の
出
店
が
立
ち
並

び
、
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
六
ヶ
所
の
祭
り
に
お
い
し

い
も
の
は
欠
か
せ
な
い
！
と
ば

か
り
に
会
場
で
は
あ
ん
こ
う
鍋
、

解
体
シ
ョ
ー
で
さ
ば
か
れ
た
ま

ぐ
ろ
が
次
々
と
来
場
者
に
ふ
る

ま
わ
れ
、
ど
ち
ら
も
長
い
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
大
人
気
で
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
「
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
各
チ
ー
ム
と
も
個
性

あ
る
迫
力
の
舞
を
見
せ
、
観
客

か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
声
援

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

夜
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ

内山 千
ち は や

早さん

上明戸 華
は な え

恵さん

阿部 忠
た だ し

史さん（左から２人目）と
㈲ユニバーサルホライズンの

スタッフの皆さん

赤石 充
み ち や

也さん、佐藤 篤
あ つ し

史さん

橋本 　亨
あたる

さん、下田 貴
たかゆき

之さん
目代 健

けんぞう

三さん

フェスティバルを支えた
スタッフたち

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念　

'09
た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

村
民
へ
の
感
謝
を″
手
紙
〟に

今年で27回目を迎えた
フェスティバル。フェス
ティバルを支えているの
は観光協会実行委員をは
じめとした大勢のスタッ
フです。これまでも、そ
してこれからも、スタッ
フの活躍なくしてはフェ
スティバルの成功はあり
ません。
それぞれの ”フェスティ
バルへの思い ”を紹介し
ます。

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
花
火
。
晴
天

の
夜
空
を
彩
っ
た
約
２
９
０
０

発
の
花
火
と
共
に
、
村
制
施
行

１
２
０
周
年
記
念
の
「
村
民
へ

の
感
謝
」
を
記
し
た
レ
ー
ザ
ー

光
線
に
は
、
観
客
か
ら
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
２
日
目
の
10
日
。
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
各
種
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、「
フ

ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」
と
「
ザ
・
パ

ン
チ
」
を
迎
え
た
「
お
笑
い
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
」
に
は
、
会
場
を

埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
観
客
。
テ

ン
ポ
の
よ
い
コ
ン
ト
や
漫
才
の

数
々
に
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
レ
ー
展

示
会
や
は
し
ご
車
体
験
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
特
別
イ

ベ
ン
ト
も
開
か
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
来
場

者
が
訪
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

会
場
に
は
笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。

1_ 力強い舞。よさこいフェスティバル　2_120kg
のマグロの解体ショー。迫力満点！　3_お笑いス
テージでは笑い声が絶えませんでした　4_多彩な
出店が立ち並んだ味わい横丁　5_会場はたくさん
の子どもたちの元気な声が響いていました

「六ケ所のまつりは観客もス
タッフも明るくて元気があ
る。毎年来てくれる子どもた
ちの成長や、スタッフの皆さ
んと会うのが楽しみです」。

楽しい司会で会場を盛り上げた” 村 120 周年 “ をレーザー光線で演出 長年、村を撮り続けるカメラマン 他のスタッフと共に運営に汗を流した

「村が未来に向けて飛び立つ姿
をイメージしました。村民の皆
さんがいてこその120年。その
感謝を ”手紙 ”というテーマに
託しました」。

「フェスティバルは年々、来
場者も増え、内容も充実。フェ
スティバルの活気がそのまま
村の活気につながってほしい
ですね」。

「毎年、何日にもわたる準備
は大変。でも、たくさんの来
場者がまつりを楽しんでいる
姿を見るのがとてもうれしい
ですね」。

2

4

5

1
3
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試 験区分・職種・
採用予定人 員
と職務内容

六
ヶ
所
村
職
員
採
用
試
験
案
内

1上級試験
○行　政

［学歴］学校教育法による大学（短期大学を除く。以下（大学）という。）
を卒業または平成２２年３月３１日までに大学を卒業する見込みの人で、活
字印刷文による出題に対応できる人

［年齢］昭和５９年４月２日から昭和６３年４月１日までに生まれた人

2初級試験　
○一　般

［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成２２年３月３１日まで
に高等学校を卒業する見込みの人で、活字印刷文による出題に対応できる
人（大学卒業および卒業見込みの人を除く。）

［年齢］平成元年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人

○消　防
［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成 22 年３月３１日まで

に高等学校を卒業する見込みの人で、活字印刷文による出題に対応できる
人（大学卒業および卒業見込みの人を除く。）

［年齢等］昭和 59 年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人で消防
職員として職務遂行に必要な体力および健康を有する人

［その他の要件］　
・普通自動車運転免許取得者（採用時までに取得見込みの人を含む。）
・身長　おおむね 160cm 以上
・体重　おおむね 50kg 以上
・視力など　大型自動車運転免許取得の基準に適合すること
・聴力　左右とも正常であること

応
募
の
問
い
合
わ
せ　
総
務
部
門　

総
務
課　

☎
０
１
７
５
―
７
２
―
２
１
１
１
（
内
２
２
２
）

試験区分 職種 採用予定人員 職務の内容

上級試験 行政 ３人程度 一般行政事務

初級試験
一般 ２人程度 一般行政事務

消防 ２人程度 一部事務組合派遣の消防業務

２

受験資格

３

試 験の時期、
場所と
合格発表

　　　　　　　　　　　　　＊一次試験日以外は予定。

試験区分 試　験 試験日
場　所 合格発表

試験地 会　場 発表日 発表方法

上級行政
一次試験 7月26日（日） 青森市 未定 8月上旬

合格者に
書面で通
知 し ま
す。

二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11月上旬

初級一般
消防

一次試験 9月20日（日） 青森市 未定 10月中旬

二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11月上旬

４

試 験の方法
と内容

５

受験申し込み

６

合格から
採用まで

採用者は、最終合格者の中から成績順に決定されます。
採用の時期は、２２年４月１日（予定）です。

（１）上級試験（行政）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験
社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数
的推理および資料解釈に関する一般知能について、五肢択一式による筆
記試験を行います。（４０題、２時間）

専門試験
政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政
策および国際関係について、五肢択一式筆記試験を行います。
（４０題、２時間）

職場適応性検査 職場における適応性を職務に関連する性格の面からみます。
（１２０題、３０分）

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（５０分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試

験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（２）初級試験（一般・消防）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験
　社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、
数的推理および資料解釈に関する一般知能について、五肢択一式による
筆記試験を行います。（４０題、２時間）

適正試験
「一般」は正確さ、迅速さなどの事務職員としての適応性を検査する「事務
適性検査（１００題、１０分）」を、「消防」は消防職員としての適応性を性
格的な面からみる「消防適性検査（１００題、２０分）」を実施します。

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（５０分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試

験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（１）提出書類
①受験申込書（用紙は役場総務課で直接受け取るか、
村ホームページ〈http://www.rokkasho.jp/〉からダウンロー
ドできます。郵送での請求は、１２０円切手を同封の上、
送付先の住所、氏名を記入してください。）
②自筆の履歴書（自己の特技、趣味、応募の動機など
について記載）
③写真２枚（上半身脱帽、たて４㎝×よこ３cm）
④卒業証明書または卒業見込み証明書
⑤成績証明書
⑥資格証または免許証の写し
⑦健康診断書（受験申込日以前３カ月以内のもの）

［検査項目 ] ＊労働安全衛生法による雇入れ時の健康診断

　○既往歴、業務歴の調査
　○自覚症状、他覚症状の有無の検査
　○身長、体重、視力、色神と聴力の検査
　○胸部エックス線検査
　○血圧の測定、尿中の糖・蛋白の有無の検査　 など

（２）受付期間など
①受付期間
○上級試験
　５月７日（木）から６月８日（月）まで
　（ただし、土曜日、日曜日および休日を除く。）

○初級試験
　６月２２日（月）から７月２１日（火）まで
　（ただし、土曜日、日曜日および休日を除く。）

※郵送は、受付期限までの消印のあるものに限りま
す。
②受付時間　
　午前８時３０分から午後５時まで

（３）受験申込書の提出場所
〒 039-3212
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 475 番地
　　　六ヶ所村役場　総務部門　総務課

1

2009
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国際交流 International Exchange

　

村
が
交
流
を
続
け
て
い
る

韓
国
襄
陽
郡
か
ら
ユ
ン
・
ヨ

ジ
ュ
ン
企
画
監
査
室
長
を
団

長
と
す
る
訪
問
団
が
５
月
９

日
、
来
村
し
ま
し
た
。　

　

今
年
は
同
郡
の
日
本
語
教

室
の
生
徒
10
人
も
同
行
し
、

村
の
韓
国
語
教
室
の
生
徒
た

ち
と
料
理
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
一
行
は
、
六
趣

醸
造
工
房
の
見
学
や
、
た
の

し
む
べ
！ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
会
場
で
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
花
火
大
会
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

韓国への高校生ホームステイ参加者募集

青森県警察官募集案内

交番だよりSafety  Information

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

教
育

医
療

健
康

国
際
交
流

教
育

医
療

健
康

（左から）遠藤信一第二中校長、中村廣美千歳中校長、柿崎秀典第一中校長、
村中正人泊中校長

Education

交
番
だ
よ
り

教育

ホタテ貝焼きなどをつくる参加者たち

　青森県人事委員会および青森県警察本部は、大学
卒業（見込）者を対象に警察官Ａの採用試験を行い
ます。採用予定人員、受験資格などは次のとおりです。
■受付期間　　　６月１日（月）～２６日（金）
■第一次試験　　７月１２日（日）
■試験場所　　　青森市
■試験種別　　　警察官Ａ（男性・女性）
■採用予定人員　どちらも未定
■受験資格　　　昭和５２年４月２日以降に生まれた
人で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を
卒業した人または平成２２年３月３１日までに大学を卒
業する見込みの人
■受験手続き、その他の問い合わせ先
青森県警察本部警務課人事係　☎０１７―７２３―
４２１１（内線 ２６６３、２６６４）または県内各警察
署まで。

毎月６日は、村民交通安全の日
六ヶ所村死亡事故ゼロ 3,087 日達成！（4 月 30 日現在）

１　平成 21 年 4 月末の村の人身事故発生状況

２　21 年 4 月末の村の物件事故発生状況
平成 21 年 20 年

前年比
4 月中 累計 累計

10 81 87 -6

平成 21 年 20 年
前年比

4 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 13 0 18 13 0 21 0 0 -3

　出身は野辺地町。六ヶ所村への赴任は、倉内小中
学校、千歳中学校と本校で３回目となり、２年目を
迎えました。東には太平洋の大海原、西には貴宝山と、
大自然に囲まれた学校です。
　今年度は「学力向上事業モデル校」指定を契機とし、
基礎・基本の定着と学習意欲の向上に取り組んでい
きたい。そのためにも、基盤となる豊かな人間性を
はぐくむ心の教育の推進に努めていきたいと考えて
おりますので、どうか皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

　青森市生まれ。大学は東京でしたが、教諭の時は
すべて青森市内の中学校に勤務、教頭になった時に
三厩村で初めて単身赴任生活を経験しました。六ヶ
所村には初めての赴任で、単身赴任生活が２年目に
なります。
　「学・心・体」の調和のとれた人間性豊かな生徒
を育成することと、生徒一人一人が認め合い、励ま
し合い、明るい学校生活を送ることができるように、
教職員一同組織だって指導にあたる所存です。皆さ
んにはさまざまなことでお世話になることが多いと
思いますが、ご支援、ご協力をよろしくお願いします。

　出身は鰺ヶ沢町。スキー場・ゴルフ場がある岩木
山麓の集落です。十和田中学校を経て３年ぶりの六ヶ
所村勤務です。また、よろしくお願いします。
　本校の校訓は「立志」「拓魂」「連帯」の３つ。入
学式の式辞でも述べましたが、地域の歴史と郷土を
切り拓いた先人の思いをまさに適切に表した言葉だ
と感じました。
　地域と共に歩み、郷土に夢と誇りを持つ教育の実
現を目指したいと思います。

泊中学校長　　　村中正人
豊かな人間性をはぐくむ心の教育を

第一中学校長 　柿崎秀典
「学・心・体」の調和を目指して

郷土に夢と誇りを持つ教育を

　出身は青森市。前任校は尾上総合高校で、六ヶ
所村への赴任は今回が初めてになります。
　もともと体育教師なので、明るく元気に生徒
と接していきたいと思っています。
　また、保護者の皆さんや地域の方々と連携を
図り、開かれた学校づくりの推進に努めてまい
りたいと考えておりますので、本校に対する一
層のご理解とご支援を賜りますようお願いしま
す。

六ヶ所高等学校長
　安保敏彦

開かれた学校づくりの推進を

　中村廣美千歳中学校長

　六ヶ所村には昭和６２年から３年間倉内中学校に
お世話になり、今度が２度目です。その当時の生徒
が親である子どもが本校に数人ほど在籍しています。
当時は、山田校長の下、職員が一丸となって何か目
標に向かって頑張っていたことを思い出します。勉
強も部活動も大きな学校に負けじと果敢に挑んでい
た時代でした。現在の本校もその当時と同じぐらい
の規模になり、郡下で下から二番目の在籍数ですが、
市の学校に負けじと色々なことに挑戦していきたい
と考えています。保護者の皆さんの協力を切にお願
いします。

第二中学校長

勉強も部活動も果敢に挑んでいきます

　遠藤信一

　　　　　学力向上推進大会

と　き　７月 12 日（日）13：30 ～
ところ　文化交流プラザ「スワニー」大ホール
主な内容
  ○学びを支える「５つの約束」宣言
  ○講演「学力は一年で伸びる！」
  　立命館大学教授　隂山英男氏
＊各地区を送迎バスが巡回します。
　詳しくは毎戸配布のチラシをご覧ください。

年度の抱負　　　　

Rokkasho120th
未来を担う子どもたちのために今、大人社
会が作ってあげられる望ましい環境とは？
みんなで考えたいと思います！

隂山英男氏

韓国襄陽郡から訪問団

■対象　六ヶ所村出身で村内外の高校に在学し
ている受け入れ・派遣ともに可能な家庭の高校生
■派遣先　韓国襄

ヤンヤン
陽郡

■期間　受け入れ　８月初旬（３日間程度）
　　　　派遣          ８月７日（金）～ 12 日（水）
■募集人員　10 人（男５・女５）
＊定員になり次第締め切ります。参加希望者には後日申
請書類の提出をお願いします。
■参加負担金　１人３万円
■申込期限　６月 25 日（木）
■申込方法　電話で国際交流課までお申し込み
ください

　２つの料理教室を開催します。皆さんの参加
をお待ちしています。
○ドイツ・韓国料理教室
　（６月17 日（水）午前 10 時～ 12 時 30 分）
　国際交流員ダニエルさん（ドイツ出身）とスジ
ンさん（韓国出身）が母国料理を教えます。
○フランス料理教室
　（７月１日（月）午後６時～８時 30 分）
　ジェロム先生とアン先生による人気のフランス
料理です。
■場　所　中央公民館二階実習室
■参加費　材料費分
■募集人数　どちらも10 人

料理教室参加者募集

問国際交流課　担当：野坂　☎０１７５―72―２１１１（内２６２）
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医療Medical

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

教
育

健
康

新型インフルエンザの対応について

６
月
４
日
～
10
日
は
歯
の
衛

生
習
慣
で
す

　

一
生
自
分
の
歯
で
楽
し
い

食
事
と
健
康
的
な
生
活
を
目

標
に
８
０
２
０
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
80
歳
に
な
っ

た
と
き
、
自
分
の
歯
が
何
本

程
度
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

　

成
人
の
歯
の
数
は
、
親
不

知
を
含
め
て
32
本
で
す
。
こ

『噛みしめる　生きる喜び　歯と共に』
６月は歯の衛生週間です

尾駮診療所

松岡史彦所長

れ
が
80
歳
に
な
る
と
、
8.9

本
（
歯
科
疾
患
実
態
調
査　

平
成
17
年
）
し
か
残
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
80
歳
ま
で
に

23
本
も
歯
が
抜
け
て
い
る
の

で
す
。
80
歳
で
20
本
の
歯
を

残
す
に
は
、
毎
日
の
ケ
ア
が

大
切
で
す
。
毎
日
の
歯
磨
き

と
、定
期
的
な
歯
科
検
診
で
、

歯
の
健
康
づ
く
り
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

４
月
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
の

感
染
が
国
内
で
拡
大
す
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
森
県
内
で
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
指
定

「
発
熱
外
来
」
設
置
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
相
談
窓
口
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

相
談
窓
口

○
青
森
県
保
健
衛
生
課　
　

☎
０
１
７
―
７
３
４
―
９
２
８
４

○
上
十
三
保
健
所　

☎
０
１
７
６
―
23
―
１
９
９
６

○
六
ヶ
所
村
役
場
健
康
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
１
４
１
）

■
発
熱
外
来
設
置
医
療
機
関

公
立
野
辺
地
病
院

☎
０
１
７
５
―
64
―
３
２
１
１

※
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

健康 Health

教
育

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ん
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
４

月
か
ら
新
し
い
体
制
の
診
療

所
で
す
が
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
に
向
け
て
鋭
意
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
章
執

筆
時
点
（
５
月
中
旬
）
で
は
、

県
内
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
は
な
い
の
で
す
が
、

６
月
号
の
広
報
が
で
き
た
時

点
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

現
在
、
尾
駮
診
療
所
で
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対

応
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

紹
介
い
た
し
ま
す
。
タ
イ
ミ

ン
グ
が
ず
れ
て
い
た
ら
ご
め

ん
な
さ
い
。

■
時
期
に
よ
る
対
応
の
違
い

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

の
対
応
は
そ
の
時
期
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
大
き
く
分

け
て
次
の
３
つ
に
な
り
ま
す
。

①
国
内
発
生
あ
り
。
県
内
発

生
は
未
確
認
（
国
内
期
）

②
県
内
発
生
あ
り
。
村
内
発

生
は
未
確
認
（
県
内
期
）

③
村
内
に
流
行
（
村
内
期
）

そ
れ
ぞ
れ
、
国
内
期
・
県
内
期
・

村
内
期
と
仮
に
呼
ぶ
こ
と
に

し
て
説
明
し
ま
す
。

■
国
内
期

　

こ
の
時
期
は
尾
駮
診
療
所

で
の
直
接
診
察
は
あ
り
ま
せ

ん
。
県
内
の
感
染
流
行
を
阻

止
す
る
た
め
に
保
健
所
が
中

心
に
な
っ
て
隔
離
対
策
を
進

め
る
時
期
で
す
。

　

海
外
か
ら
帰
国
し
て
10
日

以
内
の
人
で
、
発
熱
・
咳
や

関
節
痛
な
ど
の
症
状
の
あ
る

人
は
、
上
十
三
保
健
所
に
電

話
を
し
て
指
示
を
仰
ぎ
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
指
定
の

病
院
（
十
和
田
中
央
病
院
が

有
力
）
で
１
週
間
ほ
ど
の
経

過
観
察
が
指
導
さ
れ
ま
す
。

■
県
内
期

　

こ
の
時
期
は
す
で
に
県
内

で
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
六
ヶ
所
村
で

の
発
生
が
未
確
認
の
状
況
で

す
。
尾
駮
診
療
所
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
外
来
を
立
ち

上
げ
、
村
内
の
発
生
を
早
期

に
判
断
し
流
行
の
蔓
延
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を
し

ま
す
。

　

海
外
か
ら
帰
国
し
て
10
日

以
内
の
人
で
発
熱
・
咳
や
関

節
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
、

あ
る
い
は
感
染
が
確
認
さ
れ

た
人
と
接
触
し
た
人
で
同
様

の
症
状
が
出
て
い
る
人
を
対

象
に
し
ま
す
。

　

午
前
、
午
後
と
決
ま
っ
た

時
刻
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

内
の
場
所
に
新
設

　
　
　
　

す
る
専
用
外
来
に

　
　
　
　

来
て
い
た
だ
き
ま

　
　
　
　

す
。
あ
ら
か
じ
め

　
　
　
　

電
話
で
連
絡
い
た

　
　
　
　

だ
く
の
が
良
い
の

　
　
　
　

で
す
が
、
直
接
正

　
　
　
　

面
玄
関
前
に
来
て

　
　
　
　

い
た
だ
い
て
も
係

が
案
内
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
診
察
の
順
番
ま
で
は

指
定
し
た
駐
車
場
で
ご
自
分

の
車
の
中
で
待
機
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

車
が
な
い
人
は
、
別
途
控

え
室
に
案
内
し
ま
す
の
で
、

ご
心
配
な
く
。
さ
ら
に
診
察

前
に
は
症
状
な
ど
を
記
載
す

る
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

診
察
の
順
番
が
き
た
ら
、

担
当
の
係
が
診
察
室
に
案
内

し
ま
す
。
診
察
時
に
は
医
師

と
看
護
師
が
防
御
用
の
服
装

で
診
療
し
ま
す
の
で
、
ど
う

か
驚
か
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

簡
易
検
査
の
結
果
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
否
定
で
き

る
場
合
、
薬
を
処
方
し
て
自

宅
で
療
養
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
新
型
が
否
定
で
き
な
い

時
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
保
健

所
に
相
談
を
し
て
そ
の
後
の

対
応
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
の
た
め

自
宅
で
待
っ
て
い
た
だ
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
村
内
期

　

村
内
で
の
発
生
が
す
で
に

確
認
さ
れ
て
お
り
、
流
行
が

始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時

期
で
す
。
尾
駮
診
療
所
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
外
来
は
そ
の

ま
ま
継
続
し
ま
す
。
た
だ
外

来
診
療
の
目
的
は
、
県
内
期

と
異
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
治
療
と
重
症
患
者
さ
ん

の
入
院
搬
送
を
円
滑
に
進
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
一
般
の
外
来
業

務
は
縮
小
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
急

患
室
だ
け
の
対
応
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ま
た

紹
介
し
ま
す
（
村
内
放
送
や

電
話
対
応
、
正
面
玄
関
の
案

内
な
ど
）。

■
予
防
と
治
療

　

す
で
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
特
に
流
行
期
に
は
▽

人
混
み
を
避
け
る
こ
と
▽
自

分
が
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ

う
に
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
▽

手
洗
い
を
励
行
す
る
こ
と
―

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
食
事

を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
、
ま

た
一
般
的
な
衛
生
面
に
気
を

つ
け
る
こ
と
も
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
特
に

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

治
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
タ
ミ
フ
ル
の
効
果
が
確

か
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

重
症
の
人
、
小
児
や
高
齢
者
、

あ
る
い
は
心
臓
や
肺
な
ど
に

持
病
の
あ
る
人
を
優
先
に
し

て
処
方
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
タ
ミ
フ
ル
の

流
通
は
県
の
備
蓄
を
勘
案
し

な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
薬
剤
数
に
も
限

度
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
は
ど
う
か
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

及川  竜矢くん 黒沢  琥珀くん 石久保 佳奈ちゃん 木村 優生ちゃん

医
療

■対 象　60 歳以上で下記の条件を満たす人（た
だし、以前に優秀賞または 8020 認定者として受
賞した人を除く）
○口腔内が健康で以下の本数の歯がある
・80 歳以上　　　　　   20 本以上
・75 歳以上 80 歳未満　21 本以上
・70 歳以上 75 歳未満　22 本以上
・65 歳以上 70 歳未満　23 本以上
・60 歳以上 65 歳未満　24 本以上
○虫歯が完全に治療されている
○歯周疾患がない
○歯並び、かみ合わせが正常である
○歯石や歯垢がない
○全身が健康である
■応募方法　かかりつけまたは近くの歯科医院へ
■主催　青森県・青森県歯科医師会

問歯科医師会上十三支部会
　☎ 0176 － 21 － 5185

よい歯のシニアコンテスト参加者募集

　

女
性
健
康
相
談
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
婦
人
科
疾
患
、
更

年
期
障
害
、
性
感
染
症
を
含

め
、
女
性
の
心
身
の
健
康
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日

月
１
回
（
第
３
火
曜
日
）

●
受
付
時
間

10
時
～
10
時
30
分

●
開
設
場
所　

上
十
三
保
健

所　

第
一
相
談
室

●
相
談
担
当　

保
健
師
な
ど

※
相
談
開
設
日
に
来
所
で
き

な
い
場
合
は
、
随
時
相
談
に

応
じ
ま
す
。
費
用
は
無
料
で

す
。

■
連
絡
先　

上
十
三
保
健
所　

健
康
増
進

課☎
０
１
７
６
―
23
―
４
２
６
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
す
る
お
知
ら
せ

～
村
民
の
皆
さ
ん
へ
～

上
十
三
保
健
所
か
ら
お

知
ら
せ
で
す

医
療

今月の歯ッピーエンゼルたち
　●４月 23 日３歳児健診

よい歯で

歯ッピー
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施

行
日
で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
全
国
の
人
権
擁
護
委

員
が
こ
の
日
を
自
己
研
鑽
の
日

と
し
て
そ
の
使
命
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
こ

の
日
を
中
心
に
、
そ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
啓
発
行
事
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
人
権
擁

護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お

よ
び
各
都
道
府
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
中
心
に

「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
下
記
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。
こ
れ
は
人
権
問

題
か
な
と
思
っ
た
り
、
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
時
に
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　

千
歳
平
地
区
公
民
館

■
相
談
内
容　

夫
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
や
離
婚
問
題
な
ど
家

庭
の
も
め
ご
と
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
騒
音
な
ど
近

所
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
供
の
い

じ
め
な
ど

■
相
談
担
当
者　

六
ヶ
所
村
人

権
擁
護
委
員

■
そ
の
他　

青
森
地
方
法
務
局

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
連
絡
先
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　

問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
１
７
―
７
７
６
―
９
０
２
５

○
青
森
法
務
局
十
和
田
支
局

☎
０
１
７
６
―
23
―
２
４
２
４

○
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

※
開
設
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
祭
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
、「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
免
除
制
度

①
全
額
免
除

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

所
得
審
査
が
必
要
で
す
。ま
た
、

承
認
さ
れ
た
期
間
は
全
額
納
付

し
た
と
き
に
比
べ
、
年
金
額
が

３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

②
一
部
納
付
（
免
除
）

　

４
分
の
１
納
付
、
２
分
の
１

納
付
、
４
分
の
３
納
付
の
３
種

類
が
あ
り
、
全
額
免
除
と
同
様

に
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
所
得
審
査
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
全
額
免
除
よ
り
も
所

得
基
準
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
人
（
若
年
者
）

が
対
象
と
な
り
、
本
人
・
配
偶

者
の
所
得
審
査
が
必
要
で
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
後
で
納
付
す
る

こ
と
（
追
納
）
が
可
能
な
の
で
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
が
対
象
と
な
り
、
本
人

の
み
の
所
得
審
査
が
必
要
で

す
。「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

と
同
様
に
「
学
生
納
付
特
例
」

が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

ち
ら
も
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
や
障
害
基
礎
年
金
、

障
害
厚
生
（
共
済
）
年
金
の
１

級
・
２
級
を
受
け
て
い
る
人
は

「
法
定
免
除
」
に
該
当
し
、
届

け
出
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
免

除
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

仙
台
国
税
局
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
受
験
資
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

６
月
23
日
（
火
）
か
ら
30
日

（
火
）
ま
で

■
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院

東
北
事
務
局

問
人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

試

験
研
修
係　

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

　

村
は
こ
の
た
び
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
電
気
を
使
用
し
て
い

る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
「
グ
リ

ー
ン
電
力
証
書
」
を
購
入
し
ま

し
た
。

　

こ
の
証
書
は
、
風
力
発
電
を

は
じ
め
自
然
の
力
を
使
っ
て
発

電
し
た
電
力
が
地
球
環
境
に
負

荷
を
与
え
な
い
環
境
に
や
さ
し

い
電
力
で
あ
る
こ
と
を
環
境
付

加
価
値
と
し
た
も
の
で
す
。
役

場
庁
舎
・
分
庁
舎
・
第
二
分
庁

舎
の
年
間
使
用
電
力
量
の
10
％

を
「
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
」
と

し
て
日
本
風
力
開
発
株
式
会
社

か
ら
購
入
、
村
内
の
風
力
発
電

所
で
つ
く
ら
れ
た
「
グ
リ
ー
ン

電
力
」
で
ま
か
な
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
購
入
は
、
本
村
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
環
境
施

策
の
取
り
組
み
の
一
環
と
す
る

も
の
で
、
村
は
地
球
環
境
問
題

に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
幅
広
い
普
及

啓
発
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
役
場
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
３
５
５
）

　

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
を
下

記
日
程
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

同
診
査
は
身
体
障
害
者
を
巡
回

し
て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
そ

の
更
正
に
必
要
な
総
合
的
相
談

に
応
じ
て
社
会
的
更
正
の
方
途

を
指
導
、
援
護
の
万
全
を
期
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

る
人

○
各
市
町
村
、
各
地
域
県
民
局

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
特
設
人
権
相
談

所
開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
国
家
公
務

員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度
等
を
ご
存
じ
で

す
か

身
体
障
害
者
巡
回
診
査

の
お
知
ら
せ

障害名 実施月日 受け付け時間 診査時間 会　場

聴覚障害
（平衡機能障
害を除く）

7 月 6 日（月） 13 時 15 分～
14 時 45 分

13 時 30 分～
15 時 30 分

野辺地町
健康増進センター

肢体不自由

7 月 14 日（火） 8 時 45 分～
11 時

9 時 30 分～
12 時

野辺地町　
健康増進センター

7 月 15 日（水） ８時 45 分～
11 時

９時 30 分～
12 時

十和田市　
南公民館

7 月 17 日（金） ８時 45 分～
11 時

９時 30 分～
12 時

三沢市　
総合社会福祉センター

○一般書新刊
１Ｑ８４　１・２　　　　　　　　　　　村上　春樹著
運命の人　３・４　　　　　　　　　　　山崎　豊子著
六月の夜と昼のあわひに　　　　　　　　恩田　　陸著
金魚　ながく、たのしく飼うための本　　岡本信明監修
せいろで蒸す　　　　　　　　　　　　　岩崎　啓子著
覚えたい！傑作サラダ　　　　　　　　　坂田阿希子著
これから 3 年　凄い時代　　　　　　　　堺屋　太一著
介護現場は、なぜ辛いのか　　　　　　　本岡　　類著
無差別殺人の精神分析　　　　　　　　　片田　珠美著

○児童書新刊
恐竜がくれた夏休み　　　　　　　はやみねかおる著
むしばいっかのおひっこし　　　　にしもとやすこ絵
ねずみくんといっしょ　はははは　　　上野　紀子絵
リンカーンとダグラス　　　ニッキ・ジョヴァンニ文

○ 10 代におすすめの新刊
自分の答えのつくり方　　　　　　　　渡辺　健介著

上記のほか、新刊は毎週入庫しています。
インターネット予約も利用してください。

      六ヶ所村民図書館新刊案内　         問 0175 － 72 － 3405　　HP　http://www.rokkasho-tosho.jp/

「
グ
リ
ー
ン
電
力
を
使

用
し
て
い
ま
す
」

六
ヶ
所
村
役
場
で
使
用
し
て
い

る
電
気
の
10
％
は
六
ヶ
所
村
の

風
車
が
発
電
し
た
グ
リ
ー
ン
電

力
で
す

地
域
健
康
福
祉
部
福
祉
総
室
か

ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定

が
必
要
と
さ
れ
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程

度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
人

○
補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す

る
人

○
生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
な

ど
の
相
談
を
希
望
す
る
人

❶
当
日
の
診
査
の
み
で
は
判
定

が
困
難
な
場
合
（
障
害
児
の
聴

力
の
測
定
な
ど
）、
指
定
医
師

の
い
る
医
療
機
関
を
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❷
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
、
脳

梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の
診

査
に
つ
い
て
は
、
発
症
か
ら
３

カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

❸
介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る
福

祉
用
具
の
種
目
と
共
通
す
る
補

装
具
（
車
い
す
・
レ
デ
ィ
メ
イ

ド
、
歩
行
器
、
歩
行
補
助
つ
え
）

の
相
談
は
、
介
護
保
険
か
ら
の

貸
与
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

❹
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持
装

置
お
よ
び
特
例
補
装
具
の
処
方

を
要
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

❺
義
肢
・
装
具
お
よ
び
車
い
す

に
つ
い
て
、
複
雑
な
処
方
を
要

す
る
も
の
（
骨
格
構
造
義
肢
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は
モ
ジ

ュ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
車
い
す
の

新
規
処
方
な
ど
）は
除
き
ま
す
。

■
受
診
者
が
持
参
す
る
も
の

❶
身
体
障
害
者
手
帳
（
所
有
者

の
み
）

❷
印
鑑

問
役
場
福
祉
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

○身体障害者巡回診査日程
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当
局
は
、「
日
本
国
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協

力
及
び
安
全
保
障
条
例
第
６
条

に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭

和
35
年
条
約
７
号
）」
に
基
づ

き
、
合
衆
国
軍
隊
ま
た
は
そ
の

構
成
員
な
ど
の
不
法
行
為
な
ど

に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人
（
被

害
者
）
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
対

す
る
損
害
賠
償
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
損
害
を
受
け
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
通

報
す
る
と
と
も
に
、
次
の
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
三
沢
防
衛
事
務
所
業
務
課
業

務
第
二
係

〒
０
３
３
―
０
０
１
２

青
森
県
三
沢
市
平
畑
１
―
１
―
31

☎
０
１
７
６
―
５
３
―
３
１
１
６

（
事
件
・
事
故
等
の
発
生
が
青
森

県
内
の
場
合
）

○
東
北
防
衛
局
企
画
部
業
務
課

　

事
故
補
償
係

〒
９
８
３
―
０
８
４
２

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪
１
―

３
―
15　

仙
台
第
三
合
同
庁
舎

☎
０
２
２
―
２
９
７
―
８
２
１
１

（
事
件
・
事
故
な
ど
の
発
生
地
が

岩
手
県
・
宮
城
県
・
秋
田
県
・

山
形
県
お
よ
び
福
島
県
の
場
合
）

■
日
時　

６
月
20
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
半

■
内
容

Ｄ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
（
青
森

県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

デ
イ
ケ
ア
メ
ン
バ
ー
な
ど
か
ら

な
る
バ
ン
ド
）
に
よ
る
演
奏

講
演
１　
「
青
森
県
精
神
保
健

福
祉
協
会
の
歴
史
の
現
状
」

講
師　

弘
前
愛
成
会
病
院　
　

名
誉
院
長　

櫻
田　

高　

氏

講
演
２　
「
精
神
科
医
療
の
現

状
と
展
望
」

講
師　

弘
前
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
神
経
精
神
医
学
講
座　

教
授　

兼
子　

直　

氏

■
場
所　

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
・

県
民
ホ
ー
ル

（
青
森
市
中
央
３
丁
目
20
―
30
）

■
申
込
期
限　

６
月
５
日（
金
）

問
青
森
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

事
務
局
（
青
森
県
立
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
１
７
―
７
８
７
―
３
９
５
１

　

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
東

通
原
子
力
発
電
所
一
・
二
号
機

の
新
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
に
基
づ
き
、
環
境
保
全
措
置

と
し
て
実
施
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
平

成
20
年
度
事
後
調
査
結
果
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
・
時
間

６
月
１
日（
月
）～
30
日（
火
）（
土
・

日
も
縦
覧
可
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
縦
覧
場
所

○
東
京
電
力
株
式
会
社

東
通
原
子
力
建
設
準
備
事
務
所

○
東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施

設
「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

（
６
月
29
日
（
月
）
は
休
館
日

で
す
）

■
そ
の
他

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧
で
き

ま
す

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tepco.co.jp/

nu/hd-np/index-j.htm
l

問
〒
０
３
９
―
４
２
２
３

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
小

田
野
沢
字
南
通
２
―
３
０
３

東
京
電
力
株
式
会
社　

東
通
原

子
力
建
設
準
備
事
務
所　

広
報

グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
―
45
―
７
０
５
２

　

商
工
会
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券「
ふ
る
さ
と
商
品
券
」

の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
セ
ッ
ト
一
万
円

で
一
万
二
千
円
の
商
品
券
が
購

入
で
き
る
、
20
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
が
付
い
た
と
て
も
お
得
な
商

品
券
で
す
。

　

商
品
券
を
使
用
で
き
る
の

は
、各
種
小
売
業
、飲
食
業
、理
・

美
容
業
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
村
内
の
約
70
店
舗
。
店

舗
一
覧
は
新
聞
折
り
込
み
の
チ

ラ
シ
の
裏
面
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
店
舗
に
は
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
目
印
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
販
売
は
３
４
０
０
セ

ッ
ト
と
限
り
が
あ
り
ま
す
。
購

入
で
き
る
の
は
▽
18
歳
以
上
▽

村
に
住
所
登
録
し
て
い
る
人
▽

本
人
が
直
接
購
入
―
の
３
つ
の

条
件
を
満
た
す
人
で
、
１
人
２

セ
ッ
ト
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
。

■
販
売
日
時
・
場
所

○
６
月
16
日（
火
）～
18
日（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時
（
３
日

間
と
も
）

・ 

泊
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
泊
地
区
）

・
村
商
工
会
（
尾
駮
地
区
）

・
平
沼
集
会
所
（
平
沼
地
区
）

○
６
月
19
日
（
金
）
以
降

午
前
９
時
～
午
後
１
時

〈
土
日
は
除
く
。
完
売
次
第
、
終

了
し
ま
す
〉

・
村
商
工
会

問
商
工
会

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
３
３
１

Fax
０
１
７
５
―
72
―
２
５
１
３

　

七
戸
道
の
駅
か
ら
東
八
甲
田

家
族
旅
行
村
ま
で
散
策
し
ま
せ

ん
か
。

■
期
日　

６
月
14
日
（
日
）

■
場
所　

七
戸
町
（
七
戸
道
の

駅
か
ら
東
八
甲
田
家
族
旅
行

村
）

■
募
集
人
数　

80
名
（
バ
ス
２

台
）*

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す

問
六
ヶ
所
村
教
育
委
員
会　

社

会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
５
１
２
）

Fax
０
１
７
５
―
72
―
２
２
４
６

　

良
好
か
つ
安
全
な
市
街
地
の

形
成
と
無
秩
序
な
市
街
化
の
防

止
を
目
的
と
し
て
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
開
発
許
可
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
は
大
き
く
分

け
て
、「
優
先
的
か
つ
計
画
的

に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
」

で
あ
る
市
街
化
区
域
と
「
市
街

化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
」
で
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
市
街
化

調
整
区
域
に
お
い
て
は
、
都
市

計
画
法
に
よ
り
住
宅
や
事
務

所
、
店
舗
な
ど
の
建
築
や
建
物

の
用
途
変
更
な
ど
に
対
す
る
厳

し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
建
築
な

ど
に
は
開
発
許
可
な
ど
の
各
種

届
出
に
よ
る
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
建
築
や
現
在
あ

る
建
物
の
用
途
を
変
更
す
る
際

に
は
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら

行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
無
許
可
建
築
物
な
ど
に
は
、
県
に

よ
る
監
督
処
分
や
罰
則
規
定
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
○
青
森
県
県
土
整
備
部　

建
築

住
宅
課　

建
築
指
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
―
７
３
４
―
９
６
９
３

○
六
ヶ
所
村
役
場　

企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１

（
内
線
３
５
６
）

　4 月の定例農業委員会総会は
4 月 20 日、役場分庁舎３階会
議室で開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。
■議案第 13 号　農地法第３条
第１項の規定に基づく農業委員
会の許可について

3 件　7,315㎡
■議案第 14 号　競売買受適格
者の証明について

2 件 24,587㎡
■報告第４号　農地の転用事実
に関する照会書について

2 件　728㎡
■報告第５号　農地法第５条第
１項第３号の規定による転用届
出の受理について

2 件　1,206㎡
※総会の傍聴・会議録が縦覧できます。

○現況届用紙が届く時期は
　現況届の用紙は５月末に農業
者年金基金から直接、受給者本
人に送付されます。
○現況届の提出を忘れた場合は
　11 月の支払いから提出され
るまでの間、年金の支払いが差
止めになりますので注意してく
ださい。
○提出期限は
　六ヶ所村農業委員会事務局ま
で６月 30 日までに提出してく
ださい。
＊現況届は、農業者年金を受給す
るために必要な手続きです。農業
者年金を受給している人が生存し
ているか、また経営移譲年金につ
いては農業再開や農地などが返還
されていないかを確認するための
届出です。忘れずに提出しましょ
う。
問農業委員会　
☎ 0175-72-2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

農業者年金受給権者の皆さんへ
現況届は６月30日まで！

 Rokkasho News and Information
米
国
人
・
軍
属
と
の
交

通
事
故
な
ど
で
損
害
を

受
け
た
人
へ

東
京
電
力
株
式
会
社
東

通
原
子
力
発
電
所
一
・

二
号
機
新
設
に
係
る
事

後
調
査
結
果
報
告
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

第
50
回
青
森
県
精
神
保

健
福
祉
大
会

～
精
神
保
健
福
祉
の
今
と
こ
れ
か
ら
～

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
ふ
る
さ

と
商
品
券
」
発
売
開
始

講座名・人数 実施日・時間 講師 ○準備するもの
  ●材料費 ( 実費 )

中級
パッチワーク

20 人

6 月 24 日、7 月 8・22 日、
8 月 5・26 日、9 月 9・
30 日（ 水 曜 日 10 時 ～
13 時）

中島　育子
○工作用紙 ( 厚紙 )、筆記用具、
　裁縫道具
●～ 5,000 円程度

ガーデニング
20 人

7 月 24 日、8 月 28 日、
9 月 25 日、10 月 23 日、
11 月 27 日（金曜日 10
時～ 13 時）

出町　勉 ○エプロン、ゴム手袋
●毎回 2,500 円程度

パン作り
12 人

7 月 2 日、8 月 6 日、9
月 3 日、
10 月 1 日（ 木 曜 日 10
時～ 13 時）
11 月 1 日（ 日 曜 日 は
12 時～ 15 時）

富樫　とめ ○エプロン、ハンドタオル
● 1,000 円～ 2,000 円

エアロビ
20 人

6 月 25 日～ 10 月 8 日
（ 毎 週 木 曜 日 18 時 30

分～ 20 時）
＊ 8 月 13 日は除く

山本　直子
○動きやすい格好、すべりにく
いシューズ、スポーツタオル、
飲み物

ビーズ
アクセサリー

20 人

7 月 9 日、8 月 20 日、
9 月 10 日、10 月 8 日（木
曜日 10 時～ 13 時）

佐藤江利子

○無地のハンカチ
●１作品 1,000 円程度
※細かい作業なので目の悪い人
はメガネの準備を。

エコクラフト
20 人

9 月 1・8・15・29 日、
10 月 6・13・20 日
火曜日　10 時～ 13 時 柴田　純子

○洗濯ばさみ、キッチンばさみ、
ボンド、メジャー、鉛筆、消し
ゴム
●１作品 1,500 円程度

平成 21 年度中央公民館講座　受講生募集
　中央公民館講座の受講生を下記のとおり募集します。
　豊かな趣味と仲間づくりを目指し、皆さんの多数の参加をお待ちしています。
※受講者が少ない講座は開催しないことがあります。友人を誘ってぜひ参加してください。

■受講料　無料　／■場所　六ヶ所村立中央公民館
■対象者　六ヶ所村在住および在勤の人（保護者同伴の場合は小中高生の参加可）
■申し込み先　六ヶ所村立中央公民館　担当：高田（電話・FAX　可）
　　　　　　　☎ 0175-72-2111（内線 515）　Fax0175-72-2246
■申込期限　６月 15 日（月）

春
季
歩
け
歩
け
運
動
参

加
者
募
集

都
市
計
画
区
域
内
で
の

建
築
物
な
ど
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
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問
福
祉
課
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室
）

☎
０
１
７
５
―

72
―
２
１
１
１
（
内
１
３
９
）

　

村
は
４
月
か
ら
、
風
邪
や
術

後
な
ど
家
事
が
一
時
的
に
困
難

な
一
人
親
世
帯
と
高
齢
者
世
帯

に
対
し
て
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を

行
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
尾
駮
診
療
所
、
千
歳
平

診
療
所
、
泊
診
療
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
条
件

○
一
人
親
世
帯
（
18
歳
未
満
の

子
ど
も
が
い
る
）

○
高
齢
者
世
帯(

単
身
世
帯
、

住
ん
で
い
る
人
全
員
が
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
の
世
帯)

※
介
護
保
険
・
軽
度
生
活
援
助
事
業

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

■
サ
ー
ビ
ス
内
容

①
生
活
必
需
品
の
買
い
物

②
食
事
の
準
備
お
よ
び
後
片
付
け

③
住
居
の
掃
除
・
整
理
整
頓

④
衣
類
の
洗
濯

⑤
健
康
管
理
に
関
す
る
助
言

○
利
用
日
数
・
時
間

年
間
14
日
間
ま
で
利
用
可
能
。

時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
５

時
の
間
で
１
日
２
時
間
ま
で
。

○
利
用
料
金

一
回　

５
０
０
円

　

村
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
家

族
介
護
者
の
交
流
事
業
を
行
い

ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
日
程　

７
月
２
日
～
３
日

（
１
泊
２
日)

○
行
程　

五
所
川
原
・
金
木
方
面

○
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
約
20
人

○
費
用　

昼
食
代
だ
け
自
己
負
担

　

７
月
１
日
に
「
２
０
０
９

（
平
成
21
）
年
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
お
よ
び
企
業
が
調
査
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
、
都
道
府
県
・
市
区
町

村
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
や

都
市
計
画
な
ど
わ
た
し
た
ち
の

生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

６
月
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
伺
い
ま
す
の
で
、「
調
査
票

の
記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の

上
、
も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

六
ヶ
所
村
ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
お
知
ら
せ

　　

財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ

ー
が
行
う
「
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」

と
は
、*

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
直
接
必
要
な
施
設
ま
た
は
設

備
の
整
備
に
関
し
て
助
成
を
行

う
も
の
で
す
。

＊
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
」
と
は
、

住
民
が
自
主
的
に
行
い
、
地
域
の
連

帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
助
成
対
象　

自
治
会
・
町
内

会
な
ど
地
域
的
な
共
同
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
ま
た
は
そ
の

連
合
体

■
助
成
金　

事
業
１
件
に
つ
き

１
０
０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円

ま
で
（
10
万
円
単
位
と
す
る
）

■
応
募
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
金
）

○
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業　

参
考
例

■
生
活
環
境
の
清
潔
、静
か
さ
、

美
観
の
維
持
な
ど

芝
刈
機
、
除
雪
機
な
ど

■
健
康
の
管
理
、
増
進

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
、
健
康
管

理
器
具
な
ど

■
生
活
安
全
の
確
保
の
推
進	

防
犯
灯
な
ど

■
お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
、
そ
の
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

行
事

太
鼓
、
御
輿
、
テ
ン
ト
、
組
み

立
て
式
ス
テ
ー
ジ
、
各
種
用
具

な
ど

■
文
化
・
学
習
活
動

視
聴
覚
機
器
、
調
理
用
機
器
、

天
体
望
遠
鏡
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ

ル
な
ど

■
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動

ス
ポ
ー
ツ
用
具
、
遊
具
、
簡
易

倉
庫
・
収
納
庫
、
照
明
施
設
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
・
広
場
な

ど■
そ
の
他

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
、
屋
外

放
送
設
備
な
ど

＊
例
示
し
た
施
設
ま
た
は
設
備
で
あ

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

赤
あかいし

石瀬
せれな

怜奈（富佑貴） 　泊
株
かぶ

　遥
ようたろう

太朗　（督純）　　千歳平
橋

はしもと

本　悠
はるき

希　（浩明） 　泊
橋

はしもと

本くるみ　（浩明） 　泊
小

こやま

山　仁
じんよし

嘉　（勝大） 六原
古

こがわ

川　瑶
はるや

也　（隆之）尾駮レイクタウン
上

かみながね

長根　徠
らい

　（博文）　　千歳平
澤

さわだ

田　響
きょうた

太　（裕史）　　尾駮浜
吉

よしだ

田　理
りこ

子　（藤幸） 　泊
野

のざわ

沢　孝
こうた

太　（孝紀）尾駮レイクタウン

六ヶ所村の人口
（4 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,953 -119
女 5,324 -79
計 11,277 -198

世帯数 4,399 -32

お誕生おめでとう

中村　三佐雄  泊
髙橋　佳子  野辺地町
工藤　寛樹　　　尾駮レイクタウン
向屋敷久美子　　軽米町
秋田　信康　　　尾駮浜
浦澤　恵美　　　那珂市
橋本　優輔　　　尾駮
相内　望　　　　倉内
佐々木　直人　　新城平
塩谷　沙絵子  尾駮
竹内　伸也  泊
沼端　貴子  おいらせ町

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

久保　有明 82 才　戸鎖
木村　ハツヱ 95 才　倉内
吉田　日出子 43 才　泊
速水　夛七 78 才   老部川
相内　幸一郎 78 才　倉内
種市　運次郎 89 才    泊　
髙橋　政美 78 才   尾駮浜

４月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています

戸籍の窓

Information Square

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
―
7 1
―
３
３
１
１

六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
―
7 2
―
３
８
８
６

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚
祐
の
里

☎
０
１
７
５
―
7 7
―
２
０
４
０助成対象となる医療 外　来 入　院

対象者 ０歳児～小学校就学前 ０歳児～中学校就学終期

助成内容 病気などのため、医療機関で診療を受けた場合に支払
う保険診療分の自己負担と食事負担を助成

更新年月日 誕生月 なし

受給者証の交付 発行する 発行しない

申請に必要なもの 子どもの保険証、通帳、印鑑、所得のわかるもの

所得制限

扶養親族の数 所得制限額（円）

０人 234万 2千円

１人 272万 2千円

２人 310万 2千円

３人 348万 2千円

４人 386万 2千円

５人 424万 2千円

　この制度は、六ヶ所村に住所がある子どもが、病院などで診察を受けた場

合や薬局で薬を受け取った場合に、保険診療の範囲内で医療費の自己負担額

を助成するものです。   
（本制度は申請しないと受給資格がありませんので、ご注意ください。）

■乳幼児医療費資格申請・更新時の手続き 
○入院・外来の対象となる 0歳～小学校就学前の保護者は、受給資格証の交
付申請をしてください。
○資格証は、子どもの誕生月ごとに更新となりますので、忘れずに申請をお
願いします。	
○入院のみ対象となる保護者は、受給資格証の手続きや更新は不要です。
○住所・保険証などに変更があった場合や資格証を紛失した場合も届け出が
必要です。	
■乳幼児医療費（償還払い）申請時の手続き
　医療機関などの窓口で自己負担分をいったん支払った後、発行された領収
書および「受給資格証」を「乳幼児医療費給付申請書」に添付し、診療を受
けた月の翌月から４カ月以内に役場福祉課、	泊・平沼支所のいずれかで給付
申請をしてください。( 国民健康保険の適用を受ける乳児の場合、一部負担
金は求められません。＝現物給付 )	
※所得・扶養状況は毎年変動し、毎年７月以後の申請は新しい所得内容で審
査されますので、前年度に却下されてもその年の所得によって該当になる場
合があります。詳細は下記までお問い合わせください。

問福祉課　☎ 0175-72-2111 ( 内線 137) 

六ヶ所村乳幼児医療費助成制度のお知らせ 問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
３
５
８
）

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

平
成
22
年
度
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
募
集

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
３
５
５
）

青
森
県
民
駅
伝
六
ヶ
所

村
チ
ー
ム
選
手
選
考
会

の
お
知
ら
せ

問
六
ヶ
所
村
県
民
駅
伝
実
行
委
員
会
事

務
局
（
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

☎
０
１
７
５
―
72
―
２
１
１
１
（
内
５
１
５
）

自
動
車
税
の
納
税
に
つ

い
て

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管

理
課

☎
０
１
７
６
―
22
―
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

っ
て
も
、
そ
の
設
置
場
所
な
ど
に
よ

り
助
成
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー　

http://w
w

w
.jichi-sogo.jp/

index.htm
l　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

第
17
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
に
出
場
す
る
六
ヶ
所
村
駅

伝
チ
ー
ム
の
選
手
を
募
集
し
ま

す
。
選
考
会
は
左
記
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
28
日(

日)　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
（
午
前
９

時
ま
で
に
集
合
）

■
場
所　

大
石
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

■
選
考
距
離

○
男
子
（
一
般
・
高
校
・
中
学
）

　

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル

○
女
子
（
一
般
・
高
校
・
中
学
）

　

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル

■
申
込
期
限　

６
月
24
日(

水)

宝くじは、広く社会に役立てられています。

○
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

　

納
期
限
は
６
月
30
日
（
火
）

で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
の

窓
口
延
長

　

県
内
の
各
地
域
県
民
局
県
税

部
は
、
平
日
の
窓
口
開
設
時
間

を
延
長
し
、
自
動
車
税
の
納
付

や
納
税
相
談
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

■
窓
口
取
扱
時
間

６
月
24
日（
水
）～
26
日（
金
）、

29
日
（
月
）、
30
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

宝くじは
豊かさ築く
チカラ持ち。
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　「立てば芍
しゃくやく

薬座れば牡
ぼたん

丹・・・」
　この慣用句は、美人の容姿や立ち居ふる
まいを、美しい花を並べて例えたものです。
　ボタンは、別名百花の王などと呼ばれ、
中国を代表する花です。シャクヤクも同じ
種類の花で、ボタンと同様、薬草として中
国から渡来しました。２つの違いは、ボタ
ンが低木で枝が横に広がるのに対し、シャ
クヤクは多年草で、すらりとしています。
　「何れ菖

あやめ

蒲か杜
かきつばた

若・・・」
　この句は、どれも優れていて、選ぶのに
困ることのたとえですが、美人の形容にも
用いられています。句のとおり、これらを
区分するとなるとシャクヤクとボタンより
かなり面倒です。
　まず、「あやめ」と言った場合、アヤメと
いう和名の種を指す場合と、カキツバタ、
ハナショウブなどのアヤメ科アヤメ属を総
称して呼ぶ場合があります。
　次に、アヤメとカキツバタ・ハナショウ
ブとの違いは、アヤメが乾いたところを好
むのに対し、カキツバタ・ハナショウブは
水中または湿ったところに育ちます。
　また、カキツバタとハナショウブとの違
いは葉と花に特徴があるようです。
　ところで、まぎらわしいことにあやめを
漢字で書くと「菖蒲」となり、これは「しょ
うぶ」とも読まれます。
　ショウブは、サトイモ科に属し、アヤメ
やカキツバタなどと違う種類ですが、古く
は、ショウブのことをあやめ、あやめ草な
どと呼んだので、よけいにややこしくなり
ます。
［参考］
サトイモ科―ショウブ属
　―ショウブ（古名　あやめ、あやめ草）
アヤメ科―アヤメ属
　―アヤメ（古名　はなあやめ）
　―ハナショウブ（俗称　しょうぶ）
　―カキツバタ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ぼ
ん
て
ん
荘
」
で
ヘ

ア
カ
ッ
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
う
「
月
曜
会
」（
高
田

正
昭
会
長
、
メ
ン
バ
ー
９

人
）。
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
に
発
足
、
今
年
15
年
目
を

迎
え
た
。
２
カ
月
に
一
度
、

理
美
容
店
の
休
業
日
を
利
用

し
て
メ
ン
バ
ー
が
同
所
へ
出

張
、
入
居
者
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト

や
顔
そ
り
を
行
っ
て
い
る
。

料
金
は
一
般
の
３
か
ら
４
分

の
１
で
、
材
料
費
を
賄
う
程

度
。
メ
ン
バ
ー
は
村
内
で
理

容
店
や
美
容
院
を
営
む
高
田

正
昭
さ
ん
、妻
の
ミ
ツ
さ
ん
、

橋
本
勉
さ
ん
、
田
中
金
一
さ

ん
、
佐
藤
ク
ニ
エ
さ
ん
、
戸

田
勝
美
さ
ん
、
高
橋
龍
一
さ

ん
、
三
角
清
松
さ
ん
と
妻
の

ユ
リ
さ
ん
の
９
人
。
発
足
以

来
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
同
所

の
入
居
者
50
人
。「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
今
日
は
顔
色
が
い

い
ね
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

か
わ
い
く
し
て
あ
げ
る
ね
」。

優
し
く
話
し
か
け
な
が
ら
一

人
一
人
丁
寧
に
行
う
。
高
田

会
長
は
「
と
に
か
く
話
し
か

け
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

こ
と
も
仕
事
」
と
話
す
。
場

を
和
ま
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り

は
さ
す
が
だ
。

　

一
般
に
理
容
店
な
ど
で
は

高
さ
や
角
度
が
調
節
で
き
る

イ
ス
を
使
う
が
、
同
所
で
は

ほ
と
ん
ど
が
介
護
用
の
車
イ

ス
に
座
っ
た
ま
ま
。
と
き
に

は
ベ
ッ
ト
に
寝
た
ま
ま
の
状

態
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。「
普

段
と
違
う
態
勢
で
カ
ッ
ト
す

る
か
ら
、
次
の
日
は
筋
肉
痛

に
な
る
ん
で
す
」
と
ミ
ツ
さ

ん
。
利
用
者
を
ハ
サ
ミ
な
ど

で
傷
つ
け
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
、
次
か

ら
次
へ
休
憩
も
と
ら
ず
や
る

の
は
重
労
働
。
そ
れ
で
も
長

く
続
け
て
い
る
の
は
、
利
用

者
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
感
謝
の
言
葉
が
あ
る

か
ら
、
と
メ
ン
バ
ー
み
ん
な

が
言
う
。

　

同
所
の
種
市
忠
敏
施
設
長

は
こ
う
話
す
。

「
利
用
者
は
皆
さ
ん
が
来
る

の
を
い
つ
も
待
ち
望
ん
で
い

る
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」こ

ん
な
に
お
も
し
ろ
い

グ
ル
ー
プ
は
な
い
よ
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
バ
ッ
チ

リ
、
と
メ
ン
バ
ー
は
口
を
そ

ろ
え
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
後
は

い
つ
も
み
ん
な
で
ト
ラ
ブ
ル

の
有
無
な
ど
報
告
を
し
合

う
。
は
じ
め
の
頃
は
カ
ッ
ト
を

拒
否
し
た
り
、
あ
ば
れ
る
利
用

者
も
い
た
と
い
う
。
高
田
会
長

は
「
同
じ
苦
労
を
分
か
ち
合
う

こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
連

帯
感
が
強
く
な
っ
て
き
た
と

思
う
。
教
え
合
い
、
助
け
合
い

な
が
ら
や
っ
て
き
た
」と
話
す
。

14
年
間
、
作
業
事
故
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
な
い
の
は
「
少
し
と

は
言
え
、
お
金
を
と
る
か
ら
に

は
お
店
に
来
て
く
れ
る
お
客

さ
ん
と
同
じ
。
手
抜
き
せ
ず
、

清
潔
感
を
大
切
に
」
と
い
う
プ

ロ
意
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
季

節
に
よ
っ
て
髪
の
長
さ
を
変

え
た
り
、
２
カ
月
後
の
カ
ッ
ト

ま
で
の
髪
の
伸
び
具
合
を
考

慮
し
た
り
と
い
う
気
遣
い
も

忘
れ
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る

前
は
、
お
互
い
顔
見
知
り
程
度

だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
。
今
で
は
家

族
を
含
め
て
旅
行
を
し
た
り
、

懇
親
会
を
定
期
的
に
開
い
た

り
す
る
ほ
ど
仲
良
し
に
な
っ

た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
募
集

中
だ
と
い
う
。

　

カ
ッ
ト
を
行
う
フ
ロ
ア
は
、

と
に
か
く
に
ぎ
や
か
で
笑
い

声
が
絶
え
な
い
。
利
用
者
の
一

人
は
笑
顔
で
話
し
た
。

「
皆
さ
ん
と
の
会
話
は
と
っ
て

も
楽
し
い
ん
で
す
。
ま
た
次

も
、
お
願
い
し
ま
す
ね
」。

月曜会のメンバーがカットを行うフロア。いつも会話の絶えない和やかな雰囲気

清
潔
感
を
大
切
に
、
心
を
込
め
て
丁
寧
に
。

カ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
月げ

つ

曜よ
う

会か
い

」

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
、

「
ぼ
ん
て
ん
荘
」
の
開
所
に
あ
わ
せ
発
足
し
た
「
月
曜
会
」。

理
容
技
術
を
役
立
て
た
い
―
と
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
た
。

Hot
Corner

round ８

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

 村のスケジュール６月  風物あれこれ㉕ 

百
ひゃっかりょうらん

花繚乱

「たのしむべ！フェスティバル」が開催された。年々来場者は増えているが、今年はまた特別。出店が立ち並ぶ「ふれあい横丁」
では人とすれ違うのがやっとなほどの盛況ぶりだった▽ ” フェスティバルの顔 ” ともいえる司会の内山さん、上明戸さんから
こんな話を聞いた。「六ヶ所はスタッフの協力体制がよくて、とても助けられている。あいさつも気持ちよく、家庭的な雰囲
気がここのいいところ」▽今年で 27 回目。フェスティバルの成功にはもちろん、多くの来場者が欠かせない。一方で、裏で
支える村内関連会社の協力やスタッフの尽力がなくては継続に結びつかない▽「ふれあい横丁」には、素材を生かした海・農
産物加工品、工夫をこらした商品が並んだ。”六ヶ所のおいしいものをお客さんに ”というもてなしの心とあたたかい接客。
それも六ヶ所の大きな魅力だと、改めて思った。（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

月曜会会長の高田正昭さん

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 月 スワニー、図書館、郷土館休館日

2 火
6カ月児健診　 受付 9:30 ～ 9:45 保 健 相談センター

1歳 6カ月児健診　 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相談センター

３ 水 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊 公 民 館

４ 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊 公 民 館

５ 金 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 泊 公 民 館

６ 土 第 32 回上北郡総合体育大会 大石総合運動公園（主会場）

7 日 第 32 回上北郡総合体育大会 大石総合運動公園（主会場）

8 月 スワニー、図書館、郷土館休館日

９ 火 ポリオ予防接種　 受付 12:45 ～ 13:15 保 健 相談センター

10 水 フラダンス教室 10:00 ～ 11:30 ス ワ ニ ー

11 木
1歳児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保 健 相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相談センター

12 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付 9:30 ～ 10:00 保 健 相談センター

ピヨママ広場 13:00 ～ 15:00 保 健 相談センター

13 土
ジャン・マルク・ルイサダ　ピアノリサイタル 開演 14:30 ～ ス ワ ニ ー

ヨガ教室 12:00 ～ ス ワ ニ ー

14 日 ヨガ教室 14:00 ～ ス ワ ニ ー

15 月
スワニー、図書館、郷土館休館日

ヨガ教室 14:00 ～ ス ワ ニ ー

16 火
ワッ歯ッ歯ッ ! むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保 健 相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保 健 相談センター

17 水 栄養教室 9:30 ～ 12:00 保 健 相談センター

18 木 スワニー、図書館、郷土館休館日

19 金
カンガルー教室 受付 9:30 ～ 10:00 保 健 相談センター

ピヨママ広場 １3:00 ～ 15:00 保 健 相談センター

20 土

21 日

22 月
スワニー、図書館、郷土館休館日

5歳児発達相談会　 受付 12:45 ～ 13:00 保 健 相談センター

23 火 マタニティー教室 10:00 ～ 12:00 保 健 相談センター

24 水 フラダンス教室 10:00 ～ 11:30 ス ワ ニ ー

25 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13:00 ～ 15:00 保健相談センター

26 金

27 土 爆笑芸人 ! お笑いネタバトル 14:00 ～ ス ワ ニ ー

28 日

29 月 スワニー、図書館、郷土館休館日

30 火
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御
おすくねやま

宿山に源を発し、太平洋へ注ぐ老
おい ぺ

部川。
上流域は急

きゅうしゅん

峻なＶ字谷を形成し、下流域は平坦。流路延長は村で最長だ。
四季折々の表情を見せ、秋にはさまざまな樹木の紅葉美を楽しむことができる。
「オイペ」という呼び名はアイヌ語。「川尻にサケマスが多くいる」という意味の言葉が転

てん か

訛したものらしい。
今も昔もかわらない悠 と々した流れは、心地よい川音とともに村人の心を癒してくれる。

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

1_ 老部川は透明度がとても高い。清らかな流れは見る者の心を洗い清めてくれ
るよう　２_ 標高約 500 メートルを誇る吹越烏帽子岳。山頂からは太平洋とむつ
湾を一望に見渡すことができる　3_ 小河川の滝。吹越烏帽子山系から流れ下る
多くの河川は急流で、いくつもの滝をかたちづくっている

伝えたい、六ヶ所の風景。　　　

老部川と吹越烏帽子

１

２ ３




